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●
今
治
城
の
石
垣
は
な
ぜ
白
い
？

　
今
治
城
跡
（
県
史
跡
）
の
特
徴
の
一
つ
に
、
石
垣
に
白
色

の
石
灰
岩
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

築
城
に
際
し
て
、
藤
堂
高
虎
が
石
集
め
に
苦
労
し
た
話
が
伝

わ
り
ま
す
が
、こ
れ
は
良
質
な
花か

崗こ
う

岩が
ん

産
地
で
あ
る
大
島
が
、

ラ
イ
バ
ル
の
加
藤
嘉
明
領
（
松
山
城
主
）
で
あ
っ
た
理
由
が

背
景
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
大
名
が
築
城
を
行
う
場
合
、
石
垣
は
地
元
調
達
が
一
般
的

で
、今
治
地
方
で
良
質
な
花
崗
岩
が
得
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、

そ
れ
に
代
わ
る
石
材
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
、
海
岸
平
城
の
今
治
城
の
場
合
、
越
智
郡
島
し
ょ
部
沿

岸
に
岩が

ん
た
い体
を
有
す
る
石
灰
岩
が
注
目
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
世
界
遺
産
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
も
、
石
材
に
は
石
灰
岩
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　『
四
国
鉱
山
誌
』（
一
九
五
七
）
に
よ
る
と
、
今
治
地
方
に

あ
っ
た
昭
和
初
期
の
石
灰
鉱
山
は
、
小
大
下
島
・
大お
お

下げ

島
・

大
三
島
・
弓
削
島
に
一
一
か
所
を
数
え
ま
し
た
。
興
味
深
い

の
は
、
こ
の
中
で
最
小
（
周
囲
約
三
・
四
㎞
／
面
積
約
〇
・
九

㎢
）
の
小
大
下
島
に
五
つ
の
鉱
山
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
平
成
二
十
八
年
一
月
末
現
在
の
同
島
の
人
口
は
二
八
名

で
す
が
、
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
三
十
年
代
前
半
に
は
五
百
名
を

越
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
賑
わ
い
を
支
え
た
の
が
石
灰
産
業

で
し
た
。

今
治
歴
史
散
歩

●
小
大
下
島
を
〝
変
え
た
〟
石
灰
産
業

　
小
大
下
島
で
石
灰
採
石
が
始
ま
っ
た
の
は
江
戸
時
代
後

期
の
文
政
年
間
と
さ
れ
ま
す
。
当
時
、
同
島
は
松
山
藩
の
岡

村
・
大
下
村
の
入い
り
あ
い会
地ち

で
し
た
が
、
石
灰
の
影
響
か
ら
か
、

天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
に
帰
属
争
い
が
起
き
、
藩
の
裁
定

で
折
半
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
名
残
で
関
前
村

の
時
代
、
同
島
の
住
所
は
岡
村
か
大
下
の
ど
ち
ら
か
で
表
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
（
現
在
は
関
前
小
大
下
）。

　
明
治
時
代
中
頃
ま
で
は
、
小
割
り
さ
れ
た
石
を
石
灰
窯
で

焼
成
し
、
生せ
い

石
灰
や
消
し
ょ
う

石
灰
に
し
て
肥
料
用
石
灰
な
ど
に
し

大
　
成
　
経
　
凡

　

今
治
の
埋
も
れ
た
、
魅
力
あ
る
歴
史
文
化

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
第
十
九
回
は
、

関
前
地
域
の
小こ

大お

下げ

島
に
残
さ
れ
た
鉱
山
遺

跡
を
紹
介
し
、
石
灰
石
の
採
掘
で
賑
わ
っ
た

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
島
の
変
容
を
歴
史
散

歩
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
十
九
回
　
小
大
下
島
の
産
業
遺
産

〈今治歴史散歩〉
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ま
し
た
。
同
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
は
、
島
内
に
百
近

い
窯
が
存
在
し
た
よ
う
で
す
。
大
山
積
神
を
ま
つ
る
山さ
ん

神じ
ん

社さ
ん

に
は
、
社
殿
の
彫
刻
に
〝
水
桶
を
両
肩
に
担
ぐ
、
高
下
駄
を

履
い
た
石い
し

灰ば
い

職
人
〞
の
意
匠
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
生

石
灰
に
水
を
加
え
て
加
熱
し
、
消
石
灰
を
得
る
際
の
光
景
を

か
た
ど
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
明
治
後
期
〜
大
正
期
か
ら
、
同
島
で
は
セ
メ
ン
ト
用
原げ
ん

石せ
き

の
採
掘
が
増
加
し
ま
す
。
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
当
時
の

生
産
量
は
、
セ
メ
ン
ト
用
原
石
三
〇
万
石
・
鉱
業
製
錬
用
原

石
三
〇
万
石
・
村
内
工
場
用
原
石
二
七
・
五
万
石
・
石
灰
用

販
売
原
石
二
〇
万
石
・
寒か

ん

水す
い

石せ
き

用
原
石
一
五
万
石
で
し
た（
一

石
は
約
一
五
〇
㎏
）。
鉱
業
製
錬
用
は
、
住
友
の
四
阪
島
製

錬
所
に
運
ば
れ
、
鉱
石
を
銅
・
鉄
・
硫
酸
に
分
離
す
る
際
の

溶
剤
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
寒
水
石
用
は
、
左
官
材
料
に
使
わ

れ
ま
し
た
。

●
昭
和
初
期
の
採
掘
ラ
ッ
シ
ュ
と
閉
山

　
昭
和
初
期
に
な
る
と
、
大
手
セ
メ
ン
ト
会
社
の
資
本
に

よ
っ
て
、
小
大
下
島
に
機
械
設
備
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
作
業

工
程
は
、
ま
ず
削
岩
機
・
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
使
っ
て
岩
肌
を

砕
き
、
現
場
か
ら
は
巻
上
機
・
ト
ロ
ッ
コ
で
原
石
を
ク
ラ
ッ

シ
ャ
ー
へ
と
運
び
ま
す
。
そ
こ
で
小
さ
く
砕
か
れ
た
原
石
は

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
で
岸
壁
の
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
と
運
ば
れ
、

こ
こ
か
ら
船
積
み
さ
れ
ま
し
た
。
島
の
形
が
姿
を
変
え
る
の

は
こ
の
頃
か
ら
で
し
た
。

　
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
、
大
阪
窯
よ
う
ぎ
ょ
う
業
セ
メ
ン
ト
㈱
が
小

大
下
鉱
山
で
、
浅
野
セ
メ
ン
ト
㈱
が
井
村
石
灰
石
鉱
山
で
そ

れ
ぞ
れ
設
備
を
導
入
し
ま
す
。
同
十
二
年
当
時
、
小
大
下
鉱

山
は
五
千
㌧
の
貯
蔵
タ
ン
ク
二
基
を
備
え
、
一
か
月
平
均

一
万
三
千
㌧
を
産
出
、
従
業
員
は
百
名
で
し
た
。
井
村
石
灰

石
鉱
山
は
四
千
㌧
の
貯
蔵
タ
ン
ク
を
備
え
、
岸
壁
に
五
千
㌧

級
汽
船
が
横
付
け
可
能
で
し
た
。
一
方
、
本ほ

ん

村む
ら

上か
み

鉱
山
は
同

九
年
に
日
東
セ
メ
ン
ト
㈱
が
導
入
を
図
り
、
こ
の
と
き
備
え

た
二
千
三
百
㌧
の
貯
蔵
タ
ン
ク
が
現
在
朽
ち
て
残
っ
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
の
大
阪
窯
業
セ

メ
ン
ト
を
皮
切
り
に
、
大
手
企
業
が
次
々
と
同
島
で
の
直
営

を
休
止
し
ま
す
。
埋
蔵
鉱
量
が
不
安
視
さ
れ
た
の
で
す
。
同

三
十
二
年
に
は
浅
野
セ
メ
ン
ト
の
後
身
の
日
本
セ
メ
ン
ト
㈱

が
、
同
三
十
七
年
に
は
住
友
金
属
鉱
山
㈱
が
そ
れ
ぞ
れ
撤
退

し
、
事
業
は
地
元
経
営
者
が
継
承
し
て
規
模
は
縮
小
さ
れ

ま
す
。
最
後
ま
で
残
っ
て
い
た
本
村
上
鉱
山
が
同
五
十
二

（
一
九
七
七
）
年
八
月
に
休
止
す
る
こ
と
で
、
同
島
の
石
灰

鉱
山
は
可
採
鉱
量
の
約
七
〇
％
を
掘
り
尽
く
し
、
閉
山
へ
と

い
た
っ
た
の
で
す
。

　
一
方
、
島
で
最
大
の
採
石
量
を
誇
っ
た
小
大
下
鉱
山
の
跡

地
に
は
、
閉
山
後
に
水
面
約
一
㌶
の
湧
水
池
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
村
は
昭
和
五
十
二
年
か
ら
こ
こ
を
水
源
地
と
し
、
小

大
下
島
・
岡
村
島
の
上
水
道
と
し
て
利
用
を
開
始
し
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
カ
ネ
源げ

ん

水
源
地
も
間
も
な
く
役
目
を
終
え
、

二
〇
一
七
年
四
月
以
降
は
「
と
び
し
ま
海
道
」
経
由
で
広
島

県
か
ら
上
水
道
の
供
給
が
始
ま
る
計
画
で
す
。

〈今治歴史散歩〉
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